
|

|

|

Ч
"|

1     香川大学埋蔵文化財発掘調査報告第 1冊     |
ЪI                                                                  I

香川大学遺伝子実験施設

ならびに関連施設建設に

伴う発掘調査報告

2002年 3月 31日

香川大学埋蔵文化財調査室



4

5

例言

本書は、香川大学埋蔵文化財調査室が2000年度に実施した香川大学遺伝子実験施設、

農学部電気室、及び関連施設建設工事に伴う発掘調査の報告書である。

工事区は香川大学農学部校地にあり、農学部遺跡に位置する。農学部遺跡の範囲は香

川大学農学部校地を収める。校地は香川県本田郡三木町池戸2393に所在する。

遺伝子実験施設地区で検出された奈良・平安時代の畔の西端中央部は北緯34° 16′ 23.4″

。東経134° 7′ 39.4〃 に位置する。調査区敷地の北辺を限る溝のほぼ中央部は山田

郡の復元古代条里地割では里界の東方延長に当たるが、この溝の北辺西端は北緯34°

16′ 24.2〃 ・東経134° 7′ 39.4〃 、ゴヒ辺東端は北緯34° 16′ 23.6〃 東経134° 7′ 43.0〃

に位置する。この測量は森和夫氏 (土地家屋調査士・香川大学大学院経済研究科学

生)の ご援助によるものである。

本書の執筆・編集は丹羽佑― (埋蔵文化財調査室・香川大学経済学部)が担当した。

土器の整理、実測は、宮武直人 (香川大学大学院経済学研究科学生)、 滑田健二 (香

川大学経済学部学生)、 石器の整理、実測は宮武直人が行つた。製図は宮武直人、写

真撮影は丹羽が行った。実測図の縮尺は3分の 1である。

遺物 (土器)番号は遺伝子実験施設地区と電気室・共同溝地区で三分し、挿図、写真

図版の遺物番号は通し番号である。

石器石材の鑑定については谷山穣氏 (香川大学教育学部理科教育教授)の ご教示を得

た。記して謝意を表します。

検出された弥生時代、古墳時代、奈良時代の上壌の自然科学分析はパリノ・サーヴェ

イ株式会社に委託し、その報告を本書の「附編 香川大学農学部遺跡の自然科学分

析」に掲載した。
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I章 調査 の経緯 と経過

(1)調査の経緯

農学部遺跡は『全国遺跡地図 37香川県』(文化庁文化財保護部編集 昭和52年 )に は

未登録である。しかし1960年代に香川大学農学部校地における建設工事で弥生時代前期新

段階の壷形土器が出上して以来、香川県では「周知の埋蔵文化財包蔵地」としての扱いを受

けて来た。遺跡の種類は弥生時代集落址であった。1996年 には校地の南西部出入り口の遮

断機設置工事に伴って香川大学教育学部考古学研究室によって発掘調査が実施され、その

前後にも小規模な建設工事に伴って香川県教育委員会文化行政課による立会い調査が行わ

れてきた。

この従前の調査によれば、地表下約 lmの校地造成上、近現代水田床土群、その下 lm
の中世の砂層、その下 1～ 2mの弥生時代、特に前期新段階の遺物を含む黄褐色砂、黒色

粘土、黒色砂泥層群の堆積が基本的層序であり、これがほぼ校地全域に広がつているとい

うのが遺跡の認識であった。2000年度の建設工事に伴う農学部遺跡の発掘調査はこれに基

づいて計画、実施された。

(2)調査の経過

i)調査体制

調 査 監 督

調査監督補佐

調 査 補 助 員

調 査 作 業 員

丹羽佑― (香川大学埋蔵文化財調査室・経済学部)

大朝利和 (香川大学非常勤職員)

香川大学経済学部学生・徳島文理大学文学部学生

徳島文理大学大学院生

志度町シルバーセンター・株式会社村上組

�)調査の経過

〔遺伝子実験施設地区〕

遺伝子実験施設新設工事に関わる発掘調査である。

調査期間は2000年 4月 14日 ～7月 10日 、 8月 17日 ～8月 21日 である。

調査面積は540♂、深さは平均して3mである。

地表下1.3mま で掘削機によって機械掘りを行う。当初1.5mの深さを予定していたが、

調査区に内周させた涌水排出溝の地層から、弥生時代と考えられる土層のレベルがおおよ

そ地表下1.5mであったので浅くしたのである。予測していた中世の砂層は明らかでなく、

近現代の水田床上の下部から手掘りを始めたが、すぐに調査区中央部にほぼ東西に走る溝

が検出された。平板測量後、床土群を除去すると赤褐色の粗い砂層が現れた。予測から、

弥生時代包含層上の砂層と考えられた。これを除くと青灰色の粘質の上になり、調査区全

域の表面に上の砂層が入った多数の足跡と中央部にほほ東西に走る畔状の高まりが検出さ



れた。弥生時代の水田と足跡と大いに注目されたが、畔が整然としていることに条里地割

りに方向を重ねていることから奈良時代以降の条里制水田の疑いが持たれた。加えてこの

溝は調査区敷地の北縁の側溝から南に約22mの位置にあり、この溝が古代讃岐国の山田郡

8里 と9里の境界の延長にあたっていることが判明した時、この疑いは確信となった。坪

内地割の半折に当たるのである。そして後日この土層を除去 した時、須恵器片が 1点包含

されたことから弥生時代のものでないことが確定されたのである。また上層の砂層から土

製鍋の足が出上 して奈良時代から平安時代に用いられたことが明らかとなったのである。

なお調査区北壁に沿って坪内長地割 りのライン (8里 と9里の境界から約■m)が走つて

いることも予想されたので、北壁法面を掘 り下げたが、その痕跡は検出されなかったので、

当該坪内地割 りが半折であることが確定された。

この奈良時代条里制水田の検出は農学部遺跡の性格とその後の調査に大きな変更を迫る

ものとなった。香川県では現在の地割に条理地割が良く残っているが、奈良時代の条里地

割の発見は極めて稀である。従って農学部遺跡は奈良時代の条里地割の展開をあとづける

貴重な遺跡にもなったのである。これは今次の調査公開の方法を特殊なものにした。調査

成果の公表は調査区の全容を明らかにしておく必要があるが、上部から出てきた奈良時代

水田も見せなければならない。従って、調査区北半分で水田を除去 し、さらに下層の調査

を進めたのである。

下層群は層序から古墳時代と弥生時代後期に属するものであったが、古墳時代層群の内

4層 の上面で多数の足跡を検出した。このためこれらの測量は写真実測に切 り替えた。ま

た足跡は土層中からも確認された。これをすべて記録するためには土層をレベルによって

細分 し、各レベル面で足跡を記録する必要が生 じたが、時間の制約から断念 した。

北半分の調査深度が工事による掘削深度の地表下 3mに達 したので、発掘を一旦留め、

調査期間の中ほどにあたる6月 4日 に現地説明会を開催した。

調査の後半は南半分を北半分と同じ要領で進めた。その間、奈良時代水田面の足跡群の

内歩行の明瞭な群に剥ぎ取 りと石膏型の制作を実施 した。また石膏型は古墳時代土層面の

足形を明瞭に残す足跡からも制作した。

南半分が北半分と同じ地表下 3mに達したので、調査区全域で当該レベルに対応する地

層上面で遺構を検出作業を行い、自然流路と柱穴を検出した。

掘削深度の地表下 3mを調査最下レベルに予定していたので、全面の調査はこれに留め、

中央部に調査区を東西に縦断するトレンチを設け、地表下 3m以下の地層堆積状態を調べ

た。結果、砂層を中心とした無遺物層の厚い堆積が続 くことを確認した。この作業は地表

下 4mに達 したが、土砂の崩落が甚だしいので、この深度をもってトレンチ調査を終了し

た。

その後 8月 17日 から21日 の間、調査区の南辺、西辺の南半分に幅 3mで張 り出した形の

工事部分が設定されていたので、奈良時代水田の延長を確認する調査を実施 した。ここで

も足跡が検出されたが、その密度は先の調査結果に倍する高さであった。これをもって遺
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伝子実験施設地区の調査を終了した。

〔電気室地区〕

電気室改修工事に関わる発掘調査を実施する。

調査期間は2000年 7月 17日 から9月 4日 である。

調査面積は190だ 、深さは平均 して3mである。

地表下1.3mま で掘削機によつて機械掘 りを行う。当初1.5mの深さを予定していたが、

遺伝子実験施設地区の地層堆積状態を考慮して変更した。

調査区北端が条理地割坪界に当たること、校地外にそれと関連すると考えられる溝が存

在することから、その延長を検討することになった。予想どおり近現代の層を切つて3期

に区分される溝の重合が確認された。約20cm近現代層を掘 り下げると粘質の地層上面から

多数の足跡が検出された。ここでは牛の足跡も混在する。検出レベルが遺伝子実験施設地

区の奈良時代水田面に近似することから、足跡及び地層もそれに相当するものと考えられ

たが、地層の色、土壌の質は異なるものであった。ここでも測量図の作成は写真測量とし、

この地層を除去し次層上面に到つた。この地層が遺伝子実験施設地区の奈良時代水田層で

あった。遺伝子実験施設地区と同じ赤褐色粗砂を埋土とする足跡が検出されたが、調査区

南部に限定されている。

これ以下遺伝子実験施設地区と対照させると古墳時代層と想定される層群を掘 り下げる。

遺伝子実験施設と同じく4層の上面から足跡、溝が検出された。なお溝の方向はいずれも

条里地割からは大きく外れるものであった。

この古墳時代検出最下位層上面レベルが工事による掘削深度の地表下3mに当たったの

で、調査は西半分に限定することにし、掘 り進めた。ところが最下の足跡の検出された地

層 (黒灰色粘土)、 その下の層 (黒灰色砂泥)は土質、レベルが遺伝子実験施設地区の古

墳時代層下部層群に近似するにも関わらず、包含される土器は遺伝子実験施設地区の弥生

時代後期・古墳時代初期のものではなく、弥生時代前期末 。中期のものであった。しかも

黒灰色砂泥層からは完形の壷が検出された。従って遺伝子実験施設地区と層序・レベル、

土質は近似するもののこれら2層 は古墳時代ではなく弥生時代中期及びそれ以降に属する

可能性が大きくなった。そしてさらに掘り進めると、地表下約3.6mに 幅 5m、 深さ0。 9m

の大溝が検出された。弥生時代前期末・中期の上器を包含する層群はこの大溝を埋没させ

たものだったのである。大溝の底に堆積した黒灰色粗砂からも弥生時代前期末の上器末を

主体とした前期後半の上器群が検出された。これより大溝に前期末の年代が与えられた。

当地区の調査はこれでもって終了したが、弥生時代後期から古墳時代初期の遺物を包含す

る地層の欠落についての解釈が遺跡調査の課題として残されたのである。

(共同済地区〕

配管溝改修工事に関わる発掘調査を実施する。

調査期間は2000年 9月 6日 から9月 21日 である。

調査面積は60だ、深さは平均 して3mである。



調査は西隣の電気室地区の調査要領を踏襲した。校地の配管による撹乱が激しく、加え

て調査区の狭小であることから、調査は難航を極めたが、奈良時代の足跡の残された水田

面、古墳時代の足跡 。溝が検出された遺構面 2枚、弥生時代前期 。中期初頭の上器を包含

する地層群の検出等、電気室地区と同じ遺跡の展開を明らかにした。

〔温室地区〕

温室移転先整備工事に関わる発掘調査を実施する。

調査期間は2001年 1月 17日 から2月 1日 である。

調査面積432だ、深さは平均して1.5mである。

当地区の工事は掘削を伴わないので、調査の目的を他調査区との関連から、奈良時代水

田面の確認に求めた。

地表下 lmま でと南部の既設地下構造物による撹乱部分を掘削機による機械掘 りを行う。

遺伝子地区で奈良時代水田面上に観察された粗砂に対照される砂層を検出し、その次層上

面を明らかにしたが、遺構はなく、また其の地層砂層あった。奈良時代の水田層はなかっ

たことになる。南部の撹乱を利用してその下の堆積状態を観察したが、遺伝子実験施設地

区の弥生時代後期・古墳時代初頭の土器を含む地層群と近似する地層群、土器は検出され

なかったが電気室地区の弥生時代層群に近似する地層群と層序の存在することを確認した。

調査はこれをもって終了した。



Ⅱ章  調 査 の結 果

1 遺跡の地理的歴史的環境

農学部遺跡は長尾平野と高松平野の境界、北を流れる新川と南を流れる吉田川の間に位

置する。

現在の新川、吉田川は古地図から江戸時代・寛永 10年 (1633年 )か ら天保 9年 (1838

年)の 間に三木町氷上重元辺 り地から池戸一帯において付替えられたと考えられている。

それ以前の流れは、江戸時代古地図、地割 りの展開、自然堤防の復元から北流する旧吉田

川と旧新川は三木町上福万の連成寺付近で合流 し、一転流れを北西方向に変え、高松平野

の東を限る立石山塊に従って、潟元に河口を開いていたと推定されている。

この江戸時代以前の復元された地形によれば、本遺跡は旧新川・吉田川によって形成さ

れた自然堤防と右岸の後背湿地一帯を占めていたことになる。遺跡から検出された弥生時

代前期末の大溝、弥生時代末には埋没した自然流路、古墳時代の溝は大勢としては西流す

る点、農学部構内は湧水が甚だしい点もこの推定に合致する。

今次の発掘調査では、縄文時代晩期後半、弥生時代前期後半 。中期・後期後半、古墳時

代前期の遺物、古墳時代の足跡 。溝、奈良・平安時代の条里制地割 。水田等が検出されて

いる。

これらに関連する遺跡 としては、縄文時代には北西2.5km、 立石山塊南西麓に前田東中

村遺跡が知られる。後期中津式・福田KⅡ 式 。加曾利 B式上器、晩期突帯文式上器が出土

している。

弥生時代には同じ前田東中村遺跡、久米池南遺跡、諏訪神社遺跡、権八原古墳群、福万

遺跡、砂入遺跡、白山遺跡が知られる。

前田東中村遺跡は集落遺跡であり、中期の土器 。方形周溝墓・溝・竪穴住居、後期の上

器・石器・木製農具・竪穴住居・掘立柱建物・柵 。溝・井戸が出土 している。

久米池南遺跡は前田東中村遺跡の西北、独立山丘、久米山山頂の中期後半の高地性集落

であり、土器・石器・鉄錠・竪穴住居・掘立柱建物・柵が出土 している。

諏訪神社遺跡は久米山の西部に位置し、末期から古墳時代初期の竪穴式石室をもつ墳墓

が出土 している。

権八原古墳群は立石山塊の南部、香川医科大学にあり、末期から古墳時代初期の箱式石

構をもつ墳墓が出上 している。

福万遺跡は農学部遺跡の南1.3km、 吉田川の右岸に位置する。前期に属する。

砂入遺跡は農学部遺跡の南西0,3km、 復元された旧吉田川 。新川の対岸に位置する。後

期に属する。

白山遺跡は農学部遺跡から東 2 kmの 白山に立地する中期後半の高地性集落で、竪穴住居

が出土する。白山西側山腹から扁平鉦式銅鐸が出土 している。

古墳時代の前期には高松茶臼山古墳、、池戸八幡神社古墳、中期には権八原古墳群、後
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挿図3 新川・吉田川 旧川道復元図

出典 :F高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 1冊』

1992年 (財)香川県埋蔵文化財調査センター より



期には久本古墳、四角寺古墳群、緑ケ丘古墳等が知られる。

高松茶臼山古墳は久米山の南部分、茶臼山の高松茶臼山古墳群の主墳で、全長75mの前期

前半の前方後円墳である。古代讃岐風の盛 り上墳丘 。2石室東西方向併設に、近畿風の竪

穴式石室、鍬形石釧を有する。規模は変形の石清尾山猫塚を除くと高松平野前方後円墳中

第2位である。

池戸八幡神社古墳は立石山塊南端の尾根上にある池戸八幡神社古墳群の主墳で、全長38

mの前方後円墳である。前期に属すると考えられている。

権八原古墳群には中期後半に属する15基の円墳が知られる。

久本古墳は立石山西麓に多数分布する後期横穴式石室墳中の第一に位置付けられるもの

で、奥壁に石棚が設けられること、石室の幅が広いこと、高いことを特徴とする。また土

師質の亀甲形陶棺、承知台付銅椀の出土が知られる。

四角寺古墳群は立石山塊南麓、男井問池の東にある。詳細不明である。

緑ヶ丘古墳群は白山東北側の丘陵にある。小型の横穴式石室を有する。

古墳時代末から奈良時代には、始覚寺廃寺、尾端遺跡、が知られる。

始覚寺廃寺は四角寺古墳群の東方に位置する。塔の心礎を残す。国分寺町国分尼寺と同

じ瓦当文様の細弁16葉蓮華文軒丸瓦、寒川町石井廃寺と同じ瓦当文様の偏向唐草文軒平瓦

が出土している。

尾端遺跡は本遺跡の南方1.3km、 旧吉田川、旧新川合流地点の西方に位置する。古墳時

代末・奈良時代の集落が出土している。注目されるのは、南海道から南 6町目にあたる里

界にのる東西溝、それに直交する坪界にのる溝、それらに平行また直交する溝 (囲 まれた

空間に畠を想定)の出上、条里地割に対応する掘立柱建物の展開 (条里制計画村落)であ

る。溝の年代は層序から7世紀半ば～8世紀前半が想定されており、県下の条里制関連遺

構としては最古に属するものである。本遺跡奈良時代条里制水田と同時期もしくは先行す

る可能性がある。両遺跡は共に古代三木郡に属する。

なお本遺跡南方約450m、 吉田川の東西方向の流路に重ねて古代条里制の地割の基軸と

推定される南海道が復元されている。また古代三木郡と山田郡の境が現在の高松市と三木

町の境界に求められている。本遺跡北北西約1.6kmの芳岡山山頂から南に延び、推定南海

道に直交する直線である。

2 地層の構成 (地区毎と全体の構成)

(1)各地区の層序

i)遺伝子実験施設地区 (挿図4)

当地区の地層群は年代に従って近現代、中世、古代、原始に四分される。

近 。現代層は標高約20。 2mか ら18.8mの 間にある。上からアスファルト舗装 (第 2次農

学部整地面)、 バラス・花筒土層 (農学部構内造成土層群)、 茶灰色砂泥 (旧表土 。第 1

次農学部整地面)、 暗茶灰色砂泥・茶白色微砂・青灰色砂泥 (以上東側)、 明茶灰色砂泥



・茶灰色微砂・茶褐色砂泥 (青灰色粘土混)・ 暗青褐色砂泥 (黒灰色砂泥混)・ 黄褐色砂

泥 `暗青褐色砂泥 (以上西側)(第 1次農学部造成土層群 )、 茶褐色砂泥 。明茶褐色砂泥

(東西共通 )、 暗灰褐色砂泥 。暗茶褐色砂泥 。青灰色砂泥 (以上西側)(水田床土群)の

層群が属する。当地区中央部を東西に走る溝 1は床土最下層の明茶褐色砂泥によって埋没

している。

中世層は鎌倉時代に位置付けられる。赤褐色粗砂 (洪水堆積層)が属する。地表下約1,4

mか ら始まり、標高18.8mか ら18.6mの 間にある。

古代層は性格と時代によって三分される。平安・奈良時代、古墳時代に分かれる。

平安・奈良時代層は地表下約 1。 6mか ら始まり、標高約18.6mか ら18。 4mの 間にある。

暗青灰色砂泥 (水 田土壌)層 が属する。暗青灰色砂泥上面には多数の足跡が残され、赤

褐色粗砂によって直接埋められていた。暗青灰色砂泥上面から釜形土師器の支脚 1点、層

中から甕形須恵器片 1点が検出された。

古墳時代層は地表下約1.8mか ら始まり、標高約18.4mか ら17.8mの 間にある。

上から淡灰褐色砂泥 (古墳時代 I層 )、 明灰褐色細砂 (古墳時代 Ⅱ層 )、 黒灰色粘土

(明灰褐色微砂が縞状に包含される一古墳時代Ⅲ層 )、 黒灰色砂泥 (古墳時代Ⅳ層)の層

群が属する。黒灰色粘土・黒灰色砂泥各層には弥生時代後期後半を主体に古墳時代前期の

上器が少量混在 したが、黒灰色砂泥上部から初期須恵器破片が 1点出土している。包含さ

れる遺物の年代から黒灰色砂泥は古墳時代前期から中期にかけて、黒灰色粘土 。明灰褐色

細砂・淡灰褐色砂泥は中期から後期に形成されたものと考えられる。淡灰褐色砂泥上面か

らは南東から北西に走る溝が検出されている。各層上面で多数の足跡が検出された。なお

足跡は層中からも検出された。また、いずれの層からもヨシ等の植物遺体、黒灰色砂泥層

からは自然木が検出された。土壌の性質、足跡、植物遺体の包含はこれら古墳時代層群が

湿地の堆積上であることを示している。

原始層群は地表下約2.4mか ら始まる。標高17.8m以下に位置する。黒灰色砂泥 (粗砂

混)層 (弥生時代 I層 )、 黒灰色粗砂層 (弥生時代 Ⅱ層 )、 暗茶褐色砂泥層 (弥生時代 Ⅲ

層)、 それ以下の砂層群が属する。黒灰色砂泥 (粗砂混)層から弥生時代後期後半・古墳

時代初期の上器が出上している。包合する遺物の年代から黒灰色砂泥 (粗砂混)層 は後期

の後半から古墳時代初期に、黒灰色粗砂層以下は後期前半以前に形成されたものと考えら

れる。黒灰色砂泥 (粗砂混 )、 黒灰色粗砂の上面で柱穴群が検出された。土壌の性質、堆

積状態はこれらの層が河川の堆積土であることを示 している。調査は地表下約 4mに到っ

たが、遺物は検出されなかった。

�)電気室地区 (挿図 5)

当地区の地層群は年代に従って近現代、中世、古代、原始に四分される。

近・現代層群は標高約20。 7mと 18,9mの 間にある。

上から盛 り上 (農学部構内造成上)、 青灰色砂泥～黄褐色砂泥、溝 1埋上の層群が属す

10
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る。溝 1は淡青灰色微砂・黒灰色砂泥によつて埋まった I期、灰青色泥砂・淡青色砂泥に

よって埋まったⅡ期、盛 り上よって埋まったⅢ期に区分される。いずれも近 。現代層を掘

り込んでいる。

中世層は地表下約1.8mか ら始まり、標高約18.9mか ら18.6mの 間にある。上から淡灰

褐色砂泥、灰褐色砂泥層が属する。淡灰褐色砂泥にはヒトの足跡と少数の牛の足跡が検出

されている。

古代層群は地表下約2.lmか ら始まり、標高約18.6mか ら17.9mの 間にある。

上から (イ )暗青灰色砂泥、明灰褐色砂泥・暗灰褐色砂泥、 (口 )暗茶褐色砂泥・暗灰

褐色粗砂・微砂 。淡灰褐色粗砂 (古墳時代 I層群 )、 (ハ )灰褐色砂泥・青灰色微砂・黄

灰色微砂 (古墳時代 Ⅱ層群 )、 (二 )暗灰褐色砂泥 。青灰色砂泥・暗茶褐色砂泥 (古墳時

代Ⅲ層群)の 4層群に分かれる。 (イ )の 暗青灰色砂泥 。
(口 )の淡灰褐色粗砂以外は無

遺物層である。暗青灰色砂泥からは弥生前期土器・須恵器片、淡灰褐色粗砂からは弥生前

期土器片が出土 している。各群上面にはヒトの足跡が検出されている。また (口 )上面に

は南東から北西、北東から南西に走 り、直交、あるいは重複する溝 3本、 (ハ)上面には

南東から北西に走る溝 1本、 (二 )上面には東から西に走る溝 1本が検出されている。

(イ )が平安・奈良時代、 (口 )～ (二 )が古墳時代に属する。

原始層群は地表下2.8mか ら始まり、標高17,9mか ら16mの 間にある。

上から黒褐色砂泥 (弥生時代 I層 )、 黒灰色粘土 (弥生時代 Ⅱ層 )、 黒灰色砂泥 (粗砂

混)(弥生時代Ⅲ層 )、 黒灰色粗砂 (弥生時代Ⅳ層 )、 青黄色砂泥の層群が属する。青責色

砂泥以外は遺物包含層である。黒灰色粗砂から前期後半の上器、黒灰色砂泥 (粗砂混)か

ら多量の弥生時代前期後半に混じって少量の中期の土器が出土 している。黒灰色粘上、黒

褐色砂泥からは、少量の前期後半の土器が出上 している。包含する遺物の年代 と黒灰色粘

土層までの人工あるいは自然の撹乱のない連続的な堆積状況から黒灰色粗砂層は前期末に、

黒灰色砂泥 (粗砂混)層 は中期に、黒灰色粘土層は後期に形成されたものと考えられる。

黒灰色粘土層の上面は凹凸があり、またヒトの足跡が検出されている。その上層の黒褐色

砂泥が堆積する間に人工の撹乱が介在 し、堆積の連続性が損なわれたことが考えられるの

である。従って黒褐色砂泥層は後期 もしくは古墳時代前期に形成された可能性が考慮され

る。青黄色砂泥は当時の生活面を形成する層であるが、これを切つて幅約 5m、 深さ0。 9

mの大溝が構築されている。黒灰色粗砂以上はこれを埋める地層であるが、黒灰色粘上の

堆積によって溝の痕跡は消失した。

�)共同溝地区

当地区の地層群は年代に従って近現代、古代、原始に三分される。

近・現代層群は標高約21mか ら18.7mの 間にある。

上から盛 り上 (農学部構内造成土 )、 明灰褐色砂泥・茶褐色砂泥・灰褐色砂泥・黄灰色

砂泥の層群が属する。
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中世層は地表下約2.3mか ら始まり、標高約18.7mか ら18.6mの 間にある。暗黄褐色砂

泥層が属する。ヒトの足跡が検出されている。

古代層群は地表下約2.4mか ら始まり、標高約18.6mか ら18mの 間にある。

上から暗青灰色砂泥、暗茶褐色砂泥 (古墳時代 I層 )、 灰茶色砂泥 (古墳時代 Ⅱ層 )、

黄灰色粗砂 (古墳時代Ⅲ層)の 4層 に分かれる。暗青灰色砂泥に弥生土器が包含される以

外は遺物は検出されなかった。暗青灰色砂泥、黄灰色粗砂の各上面からヒトの足跡が検出

されている。また、黄灰色粗砂の上面から、南東から北西に走る溝が検出された。暗青灰

色砂泥層は平安・奈良時代、それ以下は古墳時代に属する。

原始層群は地表下約 3mから始まり、標高約18mか ら17.3mの 間にある。下限は調査到

達レベルである。

上から黒灰色粘上、黒灰色砂泥 (粗砂混 )、 黒灰色粗砂の層群が属する。黒灰色粘土上

面から南東から北西に走る溝が検出されている。黒灰色粗砂から磨製石包丁の未製品片が

出土 している。黒灰色粘土から前期後半の上器が出土するが、細片のため時期を特定でき

るものは少ない。黒灰色砂泥 (粗砂混)か ら前期後半 。中期、黒灰色粗砂から前期後半の

上器が出土 している。

�)温室地区 (挿図 6)

当地区の地層群は年代に従って、近・現代、古代、原始に三分される。

近現代層群は地区北半では標高約19,7mか ら18.7mの 間にある。

上から盛 り上 (農学部造成上 )、 暗茶褐色砂泥・黄褐色砂泥・暗灰褐色細砂・灰褐色砂

泥 (水田床土群)の層群が属する。

地区南部では標高約20,3mか ら19。 lmの間にある。

上から盛 り上・暗黄褐色細砂 (農学部構内造成土 )、 明茶褐色砂泥・淡茶褐色砂泥・暗

茶褐色砂泥 (水 田床土群)の層群が属する。

古代層群は地区北半では地表下約 lmか ら始まり、標高約18.7mか ら18.4mの間にある。

上から緑灰色粗砂、青灰色粗砂、灰白色粗砂の層群が属する。最深レベルは調査の到達

した深さである。

地区南部では地表下約 lmか ら始まり、標高19,2mか ら17.6mの 間にある。

上から赤褐色細砂、灰青色細砂、暗灰青色細砂、黒灰色砂泥 2、 暗灰色粗砂 ?の層群が

属する。黒灰色砂泥から土器片が出土 している。

原始層群は地区南部で確認されている。地表下1.8mか ら始まり、標高約17,7mか ら16.8

mの間にある。上から黒灰色砂泥 1、 黒灰色粗砂、青灰色砂泥、暗青灰色砂泥の層群が属

する。最深レベルは調査の到達 した深さである。いずれの層からも遺物は検出されなかっ

た。
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(2)全体の地層の構成

各地区の層序を総合する直接的情報は関連層 (鍵層)と その年代であり、間接的情報は

層の標高である。

関連層は各地区で検出された近現代床土群下、鎌倉時代の赤褐色砂層、平安・奈良時代

水田土壌、遺伝子地区で検出された弥生時代後期後半から古墳時代前期の地層群、電気室

地区で検出された弥生時代前期末及び中期の地層群、弥生時代初期の生活面を構成する青

責色砂泥層である。

この関連層によつて、調査地区全体の基本的層序は上から農学部構内整地層、近 。現代

水田床土層群、鎌倉時代砂層、平安・奈良時代水田層、古墳時代層群、弥生時代後期層群、

弥生時代中期層群、前期末層となる。各地区の層序は、これに幾つかの層が加わつたり、

減じたりして地域的特徴を明らかにしている。以上の層序の全体構成から、各時代の地層

の展開が明らかになる。

〔弥生時代〕

遺伝子実験施設地区では弥生時代後期後半の遺物を包含する層群と、それ以下に厚い砂

層群が発達しているが、弥生時代中期の包含層、前期の生活面は検出されていない。弥生

時代後期後半から古墳時代前期初頭に形成された地層は標高17.6mか ら17.9mの 間にあり、

電気室地区の弥生時代前期後半 。中期の遺物包含層の上端 (後期形成地層)が標高約17.9

mで ある。また温室地区の同レベルには電気室地区の弥生時代前期後半 。中期の包含層と

同質の層が位置する。遺物は検出されなかったが、レベルと層序の相同性から同期の層と

判断される。

以上の地層の展開と各地区の位置関係から、弥生時代においては、遺伝子実験施設地区は

その南側 (電気室地区)と 北狽1(温室地区)と 比較して大きく窪んでおり (1.2m)、 上

記の弥生時代後期以前の砂層はそこに堆積したものと判断される。同地区の古墳時代以降

の地形や堆積土壌からも弥生時代後期半ば以前に南東から北西に走る相当規模の河川の存

在が想定される。なお電気室地区の弥生時代前期末の生活面は標高約17m、 温室地区では

17.2mで ある。

〔古墳時代〕

遺伝子実験施設地区と温室地区に古墳時代前期の遺物包含層が検出されている。その下

端の標高は遺伝子地区は17.9m、 温室地区も17.9mで ある。電気室地区では該期の包含層

は検出されていないが、層序から暗灰褐色砂泥・暗茶褐色砂泥等が対照され、その標高は

17.9mで ある。

古墳時代の以降の多くの層は遺物を含まないか、もしくは弥生土器を含むものであるか

ら、その上端に奈良時代の水田土層がのっていることから時代区分されている。その上端

の標高は遺伝子地区18.5～ 18,2mで は電気室18.4mで ある。温室地区は砂層群より形成さ

れ上部の奈良時代対応層も砂層であるから上端は不明である。また温室地区を除く各地区

の古墳時代の層はほぼ水平な堆積を示している。
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以上から古墳時代には電気室地区から遺伝子実験施設地区一帯は平坦な地形でそれより

北側 (温室地区)に砂の堆積する低み (河川 ?)が形成されたものと思われる。遺伝子地

区の弥生時代の河川が埋没したのに連動 してその北側に新たな流れが形成されたものであ

ろう。

(奈良時代から鎌倉時代〕

電気室地区 。遺伝子実験施設地区に水田土壌 (暗青灰色砂泥)が分布する。上端の標高

は電気室地区で18.6m、 遺伝子実験施設地区で18.6m内外で、極めて平坦である。下端も

古墳時代層上端で確認 したように平坦である。この層は北部の温室地区には及んでいない。

温室地区は奈良時代に到ってもなお水田が設けられていないことが分かる。なおこの層は

自然科学的分析からは古代の層中唯―の水田土壌であり、土質も明瞭に分かれること、広

く分布する上に極めて平坦であること、分布に明確な限界があることから水稲耕作のため

の人工土 (水田造成土)と 考えられる。

この水田土壌を赤褐色の極めて粗い砂層が埋めている。鎌倉時代に属 し、遺伝子実験施

設地区に顕者で、電気室地区では一部の足跡の埋土に認められる。温室地区では赤褐色細

砂が対照される。これら地層上端の標高は遺伝子地区で18,7m～ 18.8m、 温室地区で19。 1

mである。この砂層の上に電気室地区では中世の水田土壌、遺伝子実験施設地区、温室地

区では近 。現代の水田床土群が堆積する。この砂層は河川の氾澁によるものと推測される

が、最も堆積の激しかった遺伝子地区では奈良時代に始まる水田は少なくとも中世初期に

は放棄されたものと考えられる。

電気室地区では平安 。奈良時代の水田層上の砂層に中世の水田層 と判断される地層群が

後続する。これは砂層の堆積が顕著ではないことに原因したものと考えられるのである。

3 遺構について

(1)各地区の遺構

i)遺伝子実験施設地区

〔水田遺構〕 (挿図 1・ 7 写真図版 1～ 6)

調査区全面から4枚の平安・奈良時代に用いられていた水田面と畔、水口、ヒトの足跡

が検出された。

4枚の水田面 a～ dは調査区東部でほぼ直交する畔と面のレベル (段差)で区画されて

いる。 cが最も高く、次いでd(c― d段差 9～ 5 cm)、 そして a・ b(a一 d段差 5 cm、

b― c段差10～ 5 cm)と なっている。東北部が最も高 く西部が低い。

南北方向に走る畔は不明瞭である。検出長約10m、 幅0.6m内外 (基底部 )、 高さ0.04

m内外 (c面 )、 0.02m内外 (d面 )を計る。

東西方向に走る畔は a― b面間では明瞭で検出長さ約14.6m、 幅0。 6m内外 (基底部 )、

高さ約0.09m(西半部 )、 0,04～ 0.02m(東半部)を計る。 c― d面間では不明瞭で検出

長約2.4m、 幅0.5m、 高さ0.03m内外を計る。明瞭な a一 b面間でその方向を計測すると
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北から西に63度振れている。これは古代山田郡に推定されている条里地割の方向より北に

10度振れていることになる。また調査区敷地の北縁の東西側溝は山田郡の 8里 と9里の境

界の東延長に重なるが、これより約22m南 を併走している。これは当該水田に想定される

地割が山田郡の条里地割に重なるものであることを示すものである。なお坪内地割は半折

型となる。

水口は一箇所、 aと cの境界、 bの北西隅で検出された。

沢山の足跡が水田面に残されていた。 cと dに多 く、 bは少ない。 aに は少なくとも3

名の足跡が抽出される。内 2名 の足跡は、南東から北西に向かう者と、西から南東に向か

う者が a水田で立ち会った様を示 している。

これ以外行為を復元できる足跡はない。田植え、草取 り、刈 り取 り等、足跡の残 りやす

い水田耕作に関連する労働を想定しても、それらを示す左 。右、大・小、方向のパターン

が見出せない。これらの労働に関わる足跡は規則的であること、年毎に田ごしらえ、代掻

きで更新されること、足跡だけではなく水田そのものが一度の洪水で埋まり、そのあと放

棄されたこと、水回は空いていたこと、水田 c、 dは不完全な形状を呈すること、以上か

ら足跡は田ごしらえ、もしくは代掻きまでの活動を加えたものである可能性が高い。なお、

調査区の西南部と南辺部で補足の調査を行ったが、そこでは比較にならないほどの密度の

高さで足跡が検出された。推定される坪内地割では水田 a内 に分布することになるが、同

様に高い密度で検出された水田 c、 dの足跡に連続させると、それらは水田 aの 2名 の足

跡を取 り囲むことになる。 2名 のパーフォーマンスを囲む群衆 といった構成も想定される。

その場合、 2名 のパーフォーマンスは水田耕作に関する神事であろう。

また上層の近現代の床土群から東西の溝 1本が検出されている。これは奈良時代水田の

畔に重なるものであるが、その方向は古代条理地割 りに対 しさらに北に振れている。

〔古墳時代の溝〕(写真図版 フ・ 8)

淡灰褐色砂泥層を切つて設けられている。検出長13m、 幅0.5～ 0.6m、 深さ0.07m内 外

を計る。南東から北西に走る。山田郡推定条理地割方向から39度北に振れている。この方

向は、この溝が当該地域に推定される古代条理地割とは全 く関係のないことを示すもので

あるが、一方では自然地形に添うものである事も示している。

調査区ではこの溝が構築された面に最も多くのヒトの足跡が検出されたが、溝の中を歩

くもの、肩を潰して横断するものなどが認められる。また地層中からヨシと思われる植物

遺体が検出されることも加えて、地面がみえないほどヨシ類が生えていたことも考えられ

るのであり、溝はこのような湿地の排水に用いられたものであろう。

〔古墳時代初期の桂跡〕(写真図版14・ 15)

13の柱跡が検出されているが、検出層位から3群に分かれる。上層の黒灰色砂泥 (粗砂

混)層上面で検出されたもの (1)、 その層中で検出されたもの (2～ 4・ 7)、 次層の

黒灰色粗砂層上面で検出されたもの (5・ 6・ 8～ 13)である。しかし柱穴掘形を埋めて

いる土は黒灰色砂泥の2次的堆積土であるから、いずれも黒灰色砂泥を掘って設けられた
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ものと判断される。検出位置の差は発見レベルの差である可能性が高い。このように柱穴

の層位を位置付けることができるが、同一層中の発見レベルの差に構築時期の差が反映し

ているものと考えた場合、少なくとも 1は一連の柱穴に付加された新 しい柱穴と判断され

る。これは、その上部層にあたる古墳時代諸層の沢山の足跡が、層上面に限らず、層中か

らも検出されたことからの類推である。柱穴群は黒灰色砂泥 (粗砂混)堆積過程に構築さ

れたものである。なお足跡の出土状況の記録は各層上面で行つている。

以上から柱穴 1。 4～ 11に 2間 ×2間で平面長方形の 1棟の建物を復元することができ

る。柱穴 4、 6、 8、 10が コーナーの柱穴である。東西に長い建物で梁行約3m(4-5

間1.54m。 5-6間 1.40m、 8-9間 1.71m。 9-10間 1,33m)、 桁行約4.5m(6-7

間2.34m・ 7-8間 2.22m、 10-1間 m。 1-4間 2.44m)を測る。柱穴 2、 3は建物

東側梁行延長上に位置するがその用途は不明である。

こ)電気室地区

〔近現代の溝〕(挿図 5)

調査区北端部で検出された溝 1は淡青灰色微砂によつて埋まったI期、黒灰色砂泥・灰

青色泥砂によつて埋まったⅡ期、盛り上よって埋まったⅢ期に区分されるが、全てやや北

に振れて東から西へ走る。その位置は古代山田郡の8-9里界東延長に重なる遺伝子地区

敷地北縁の側溝から約■Om南に位置し、古代条理地割 りの坪界に当たっている。なおこ

れと重なる近現代以前の遺構は検出されていない。

〔古墳時代の溝〕(写真図版19・ 20・ 21)

奈良時代の水田土壌 (暗青灰色砂泥)下古墳時代 I層群 (口 層群)上面から溝 2、 3、

4が検出されている。溝 2は南南東から北北西に走 り、検出長約5。 5m、 幅約0。 3m、 深約

0。 lmである。溝 3は南東から北西に走り、検出長約6.3m、 幅約1.3～ 1.8m、 深約0。 5m

である。溝 4は北東から南西に走り、検出長約5。 3m、 幅約 lm、 深約0。 2mである。重複

関係から溝 4は溝 3の埋没後に設けられたものである。溝4と 溝 2の前後関係は明らかで

はない。規模は近似し、ほぼ直交する。

その下位古墳時代Ⅱ層群 (ハ層群)上面から溝 5が検出されている。南南東から北北西

に走り、検出長約5,lm、 幅約0,7m、 深さ約0。 3mである。上部の溝 2に東隣し、かつ平

行する。

その下位古墳時代Ⅲ層群 (二層群)上面から溝 6が検出されている。東南東から西北西

に走 り、検出長約 7m、 幅約1.2m、 深約 lmである。上部の砂層は埋没した後も時に流

路となった事を示している。古墳時代にあつて最も古 く、かつ近現代も含めて当地区で検

出された溝中、最も整備な溝である。

〔弥生時代前期末の大溝〕(写真図版23)

調査区西壁に沿って一部を検出したに留まるが、北東から南西に走るものと思われる。

幅約 5m、 深さ0。 9mを計る。緩斜面状のテラス (0.6～ 0。 8m)を設けた二段掘りである。

20



溝中最下層は薄い黒灰色粗砂で、弥生時代前期末の上器を含む。その上層は厚い黒灰色砂

泥 (粗砂)で、多量の前期末 。中期初頭の土器に混 じって少量ではあるが、中期Ⅲ様式の

土器が包まれる。さらに上層はこの溝を完全に埋める厚い黒灰色粘上で、下層と比較する

と少量かつ小片の前期末 。中期初頭の上器を含む。この層序、土器の包含状態から、大溝

は弥生時代前期末に築造され、中期にはなお流路の機能を維持 したが、後期に完全に埋没

したものと推定される。

4 遺物について

(1)土器

i)縄文時代 (挿 図8 写真図版30・ 31)

電気室地区の黒灰色粗砂、黒灰色砂泥 (粗砂混)各層から少量の縄文土器が出上してい

る。

1・ 2は黒灰色粗砂層出土。 1は細い刻目突帯を施す。小型の深鉢形土器胴部片である。

2は 口縁直下に細い粘土粒を巡らす。突帯文式の最終末に属する。

3も 黒灰色粗砂層出土。浅鉢口縁か。

こ)弥生時代前期 。中期

電気室地区の黒灰色粗砂層から前期後半 (I-3～ 5様式)の上器が出土 している。

電気室地区・共同溝地区の黒灰色砂泥 (粗砂混)層 から前期後半 (I-3～ 5様式)・

中期 (Ⅱ ～Ⅲ様式)の土器が出土 している。なお様式認定の基準は、F弥生土器の様式と

編年一四国編―』 (2000年 。木耳社)に拠っている。

〔電気室地区黒灰色粗砂層出上の上器〕 (挿図 8 写真図版30-① )

8・ 9は縄文系の奏口縁部片である。

4～ 6は端部がかなえ状に短 くひきだされる甕口縁部片である。

10～ 14・ 17～ 23は端部が逆 L字状の甕口縁部片である。17～ 21は端部を短 く折 り返 した

もの。断面は長方形を呈する。17・ 18。 21は 無文、19・ 20は端部外面に刻み目と直下にヘ

ラ描條線を施す。10～ 13は 端部を長 く引き出したもの。12・ 13は かなえ状と逆 L字状の中

間形態をとる。いずれも端部外面刻み目、直下にヘラ描條線を施す。14。 22・ 23は突帯か

ら逆 L字形をつ くり出したもの。23は端部上面が平坦で断面三角形、22は上面が匙状、14

は上面が強 く外傾する。22を 除いて端部外面に刻み日、全ての直下にヘラ描條線を施す。

15,16は壷口縁部片。15は 口径の極めて大きな広口壷のものであろう。

7は、体部が強 く張 り出す甕の口縁部片である。内傾 して立ち上げた端部の外面は内湾

気味である。内外面を横位のヘラ磨き、頚部を縦はけ目で仕上げる。型式不明。

〔電気室地区・共同溝地区黒灰色砂泥 (粗砂混)層出上の上器〕 (挿図 9。 10 写真図版31)

82は縄文系の甕口縁部片である。端部外面と刻目突帯上面に円形刺突文を施す。突帯を

少し降って 2本のヘラ描條線を巡らす。
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挿図 8 電気室地区
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34は Ⅲ-1様式に属する広口壺口縁部片である。 くの字状に短 く外反する端部は上下に

少し拡張され、そこに斜行する沈線が施される。

32・ 36～ 38。 46～ 50は壷形土器片である。36は 内面端部に刻目突帯、側面に刻目を施 し

た後沈線 1本 を巡らした口縁部片である。37は ベンガラの塗布が認められる長頚壷の頚部

片である。縦横に断面三角形の貼付突帯が施されている。伊予中部のⅢ様式に属する。46

はヘラ描條線間に鋸歯文を配する無頚壷である。

28～ 31は端部がかなえ状を呈する奏口縁部片である。

39～ 41・ 43は端部に断面三角形の突帯を貼 り付けた逆 L字形の甕口縁部片である。端部

上面は平坦である。無文である。53・ 56も 端部成形を共通するが、突帯断面が隅丸方形を

呈する点で異なる。

35。 42・ 44・ 45は上記の一群に近いが突帯を引き出した為に、端部上面は広 く平坦、断

面は薄 くなる。端部外面に刻み日は無 く、直下に多條沈線が施される。45に は條線下に波

状文を配する。42・ 45は櫛描である。54も 端部成形を共通するが、無文である。

55。 57・ 58は 端部を短 くつまみ出す、もしくは折 り出す逆 L字形甕口縁部片である。55

を除いて端部断面は方形を呈する。無文である。

70～ 75は上記一群と端部成形を共通するが、端部断面が外面に刻み目が施される。71～

73にヘラ描條線が施される。

76～ 78・ 80。 81は端部に貼 り付けた突帯の上面が匙状を呈する逆 L字形甕口縁部片であ

る。端部外面に刻み日、直下にヘラ描條線文を施す。78は無文である。77は縄文系である

かもしれない。

59～ 69は長 く引き出された端部突帯の上面が外傾する逆 L字形甕口縁部片である。断面

三角形を呈するものが多い。62・ 64・ 65。 69は端部外面に刻み目、直下にヘラ描條線を施

す。69は刻み目を欠くが、鋸歯文を配する。59は刻み目をもつが、條線を欠く。60,63・

66。 67は無文である。79は 口縁形状は共通するが、浅い器形のものである。

52は蓋である。

〔電気室地区黒灰色砂泥 (粗砂混)層出土の上器〕(挿図10 写真図版30-② )

26は ほぼ完形の壺型土器でI-4様式に属する。口縁端部外面に刻み日、頚部に5本、

最大径部を少し下がつた胴部に3本の條線を施す。

25は Ⅱ-1様式に属する壷形土器である。口縁端部外面に一本の沈線を巡らすと共に細

い刻み目を密に施す。頚部に4本のヘラ描條線を巡らす。

27は無文の甕形土器土器である。電気室地区・黒灰色砂泥 (粗砂混)出土。端部を短く

折り出して逆L字状に近い口縁部をつくる。端部上面は少し内傾する。断面形は端を円く

収めるものである。

24は筒型を呈する異色の上器である。電気室地区・黒灰色砂泥 (粗砂混)出土。ヘラ描

多条沈線文の間に三角形の刺突による鋸歯文を数段配置する。塞がれた上部直下の直径両

端に 1穴 を施す。このような穴の配置と、破損部分から外に広がる形状は、この上器が蓋

刀
■
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であることを示している。

�)弥生時代後期 。古墳時代前期

遺伝子地区の黒灰色粘土、黒灰色砂泥、黒灰色砂泥 (粗砂混)各層に弥生時代後期後半

・古墳時代前期の上器が混在する。なお各層に少量の弥生時代前期の上器が認められる。

弥生後期の上器は現行の様式区分ではV-4様式からⅥ様式に属する。古墳時代前期の土

器は下川津Ⅵ式からⅦ式に属する (様式の認定は、大久保徹「讃岐地方における古墳時代

初期の上器について F財団法人香川県埋蔵文化財調査センター研究紀要 I』 1993に拠って

いる。)。 なお黒灰色砂泥 (粗砂混)層 に連続して黒灰色砂泥層そして黒灰色粘土層がの

る。黒灰色砂泥上面、もしくは上部から初期須恵器が出上しているから、黒灰色粘土層は

明らかに古墳時代中期以降に形成された地層である。

〔黒灰色砂泥 (粗砂混)層出上の上器〕 (挿図11 写真図版27-②・29-② )

104は壷形土器の胴・底部片である。小さな平底をつ くる。外面縦位の刷毛目調整、内

面放射状のヘラ削 りを施す。

61・ 62・ 63・ 65・ 72・ 77は広口壷形土器片である。65は 口縁端部を粘土貼 り付けによっ

て垂下させる。63は 同様の手法で上下に拡張する。62は直立状の頚部から鋭 く屈曲して水

平に開く口縁部。端部の拡張はほとんどない。72も 近似 した形状を呈するが、口縁部の屈

曲がそれほど強 くなく、また開きが短い。端部は僅かに上方に拡張される。241は 屈曲が

さらに緩いが、端部は上下に少 し拡張される。71は屈曲が緩 く、立ち上がる頚部をもつも

のかどうか不明である。端部の拡張は上方により強い。61は水平に開く口縁で、端部は上

方に拡張される。77は直立する頚部である。外面縦刷毛目、内面縦削 り後なでの調整が認

められる。

78・ 79・ 84～ 90,95。 96は甕形土器である。78・ 85～ 88・ 96は屈曲して短 く開く口縁部

をもつもの。総 じて薄手、端部外面に面取 りが行われる。78は端部を下方に拡張する。薄

手、精良な作 りである。85・ 87・ 88は端部を上方に拡張する。86,96は端部を上下方に拡

張する。いずれの拡張も弱い。79は鋭 く屈曲して外反気味に開く口縁部をもつ。端部外面

を面取 りする。端部拡張はない。頚部近 くまで内面に斜めの削 り調整が施される。薄手、

精良な作 りである。84・ 89・ 95は屈曲して開く口縁部をもつ。端部の拡張はない。厚手で

ある。95は端部外面を面取 りし、頚部内面まで削り調整が認められる。84は端部外面の面

取 りはなく、内面は粗い刷毛目調整である。90は 緩やかに屈曲する頚部をもつ小型薄手の

甕である。端部外面の面取 りはない。

73～ 76・ 80。 82・ 83は高杯形土器片である。75,76は 明瞭な肩部と長 く外反する口縁部

をもつ。80は 中位でやや膨らみ僅かに外反する口縁部である。肩部を残すが、口縁部が体

部より長いものであろう。73も わずかに外反する口縁部をもつ。肩部がカーブ変換部で示

されるものである。74は直線状に開く杯体部片である。明瞭な肩部をもつ。82・ 83は脚部

である。82は短 く開く円柱部をもつ。
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挿図11 遺伝子実験施設地区 黒灰色砂泥 (粗砂混)層出土土器群実測図

91～ 93。 97・ 98は 鉢形土器である。91・ 93・ 98は頚部をもつ。91・ 93は 口縁端部外面を

面取 りする。97はやや内傾する端部上面に段を作り出された口縁部である。

94は小型鉢形土器の底部である。平底である。

100は壷形土器か鉢形土器の底部である。やや上げ底になっている。内面には放射状に

丹念なヘラ磨きが施され、暗文が浮き出る。

99は甑形土器である。

66・ 67・ 69,70は 前期甕形土器の逆 L字形口縁部片である。

〔黒灰色砂泥層出上の土器〕(挿図12 写真図版28-①・29-① )

101は黒灰色砂泥層出上の大型広口壺形土器片である。頚部に高い刻み目突帯を鍔状に

巡らす。V-4様式に属する。厚手である。磨耗が著しいが頚部外面は細かい縦位のヘラ

磨き、他部は内外面刷毛目調整か。
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106は 黒灰色砂泥層出上の高杯形土器片である。面取 りした肩部の下端に粘土組の接合

痕跡を残す。円柱部は膨らみも反 りも無 く、短 く開く裾部は水平に近い。端部は面取 りし

ない。体部より長い口縁部がつ くものであろう。ナデ調整。古墳時代前期に属する。

108は 黒灰色砂泥層出上の高杯形土器片である。突線状の肩部をつ くる。円柱部はかす

かに膨らみをもつ。裾部は短 く、水平に近いものであろう。体部より長い口縁部がつくも

のであろう。古墳時代前期に属する。

102は 黒灰色砂泥層出土の大型広口壷形土器片である。胴部から外に開く頚部に強 く屈

曲して短 く開く口縁部をもつ。端部を面取 りするが、拡張はない。口縁部内外面横位の刷

毛日、頚部外面は縦位の刷毛目調整を加える。厚手である。

103は 黒灰色砂泥層出上の広口壷形土器片である。胴部からやや内傾する頚部をもつ。

強く屈曲して外に開く口縁部が続 く。外面頚部は縦位後粗い横位の刷毛日、胴部は縦位の

刷毛日、内面は口頚部粗い刷毛日、胴上部はナデ調整か。薄手である。

107は黒灰色砂泥層出上の高杯形土器片である。円柱部から内反 しつつ外に開く体部を

もつ。肩部はないか。円柱部は外反気味で上部に2本の不明瞭な沈線を巡らす。体部内面、

円柱部外面に細かい縦位のヘラ磨 き、体部の円柱部接合部に近 く外面に放射状の刷毛目調

整を加える。

105は黒灰色砂泥層出上の小型手てず くね土器である。平底にする。小型丸底壺を模 し

たものか。厚手である。

1～ 15。 17～ 19は広口壷形土器である。

1・ 2は二重口縁部片である。

4・ 5は やや外傾する頚部から水平に屈曲して開く口縁部片である。端部は上方に少し

拡張する。

7～ 9も 同様の形状であるが、屈曲後斜めに開く点で異なる。 9の頚部は短い。端部は

下方に拡張される。 9の拡張は顕著である。 3は 口縁部にカーブの変換が認められる。

6・ H～ 13は 頚部から屈曲が緩やかなものである。端部は上下に少 し拡張される。

17は 貼 り付けた粘土を強 く外反させて上下に拡張 している。

10・ 15。 18・ 19は 上下に拡張された口縁端部に文様を持つものである。拡張はそれほど

強くない。15。 18。 19は 多條線の波状文、10に は二重線の円文に円形浮文を施す。また10

の内面には半円接合文、18の内面には連続円文をみる。

14は 鋭 く屈曲して短 く開く口縁部である。上下に拡張された端部に2條の凹線文が巡る。

16は小型丸底壷の下半部である。明瞭な平底が認められる。

27～ 32・ 34～ 37・ 39。 40は奏形土器である。

15は 緩やかに屈曲して内反しつつ外に開く口縁部をもつ。口縁部内外面に横位の粗い刷

毛目をつける。頚部以下外面縦刷毛目調整。内面に粘土紐の継ぎ目を意識的に残す。

27・ 28は鋭 く屈曲して短 く開く口縁部をもつ。端部外面を面取 りするが、下端は丸 くお

さめる。端部上方に少 し拡張する。
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30。 34。 35は鋭 く屈曲して短 く開く口縁部をもつ。端部外面を面取 りするが、幅は狭い。

端部の拡張はない。小型、薄手、精良な作 りである。34は内面が僅かに匙面状になる。体

部上半内面の指頭圧痕が顕著である。35は 内面頚部をかなり降ってヘラ削 り、外面には細

かい叩き目が残る。30は内面頚部近 くまで斜めのヘラ削 り、外面は叩きの上に縦刷毛目調

整を加える。

3と は上記一群に形状は似るが、頚部の屈曲があまい。端部の面取 りは粗い。やや厚手で

ある。頚部まで内面にヘラ削 り調整が到る。

36・ 37は大型の奏である。強 く屈曲して外に開く口縁部をもつ。36の端部の面取 りは粗

い。37は不明。36は頚部近 くまで内面ヘラ削 り調整。37は外面に粗い叩き日、上に軽い刷

毛目調整を加える。内面も刷毛目調整である。37は薄手、36は厚手である。

39は強 く屈曲して内反しつつ開く口縁部をもつ。端部外面の面取 りは緩 く、内面は匙面

状にくぼむ。

32は緩 く屈曲して外に開く口縁部をもつ。端部に面取 りを施さない。内外面ともにナデ

調整である。

40は 強 く屈曲して外に開く口縁部をもつ。その外面は僅かに内反しつつ短部近 くですこ

し外反する。端部外面を面取 りする。その幅は狭い。外面刷毛目調整、内面は口縁部刷毛

目、頚部以下ナデか。頚部にかすかに指頭圧痕が認められる。やや厚手。胎土精良。淡黄

白色を呈する。

20～ 26・ 33は高杯形土器である。20は体部片である。境に下端を少し引き出した垂直の

面を設けて体部と口縁部を区分する。合部より長い口縁部をもつものだろう。内面に叩き

目が残る。21カ ーブの変換をもって体部と口縁部を区分する。大部より長い口縁部をもつ

ものである。外面に円柱部から放射状に粗い刷毛目調整を施す。22は ほぼ直線的に開く体

部をもつ。内外面に叩き目を残す。外面は円柱部を五角形に囲み、内面は中心部を四角形

に囲む。24・ 33は脚裾部である。端部を肥厚させ外面を面取 り、33に は2本の凹線を巡ら

す。24外面には細いヘラ磨きを施す。33の裾には円孔が巡る。薄手、精良な作 りである。

26も 脚裾部である。端部外面を面取 り、下端を拡張する。上端に刻み目を施す。薄手、精

良な作 りである。

23・ 25は 口縁部片である。23は直線状に開く体部から明瞭な肩部を経てやや外傾する口

縁部は端部近 くで内反する。25は端部近 くで僅かに外反する口縁部である。体部より長い

器形のものである。

38。 43～ 49は鉢形土器である。

38は片口形口縁部片である。屈曲して外 |こ 開く口縁端部外面は面取 りされ、 2本の凹線

が巡る。内外面刷毛目調整の後粗いヘラ磨きが施される。

43。 45・ 46は外反する口縁部をもつ。45は頚部直下に明瞭な肩部を設ける。内面は横位

のヘラ磨き、外面は口縁部に横位の刷毛日、頚部以下に粗いヘラ磨き調整を加える。作 り

精良。焼き締まる。46は 口縁部端部外面を面取 りする。内外面刷毛目後ナデ調整を加える。
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作 り精良。43は 口縁端部上面を面取 りする。口縁外面横位刷毛日、肩部以下ヘラ磨き、内

面ヘラ磨き調整を加える。

44。 47・ 48は体部一口縁部間に肩部を設けないものである。口縁端部を面取 りしない。

48は 口縁内外面刷毛日、体部内外面ヘラ磨 き調整を加える。47は 内面口縁部に横位の刷毛

日、体部に縦位ヘラ磨き、外面口縁部にナデ、体部に斜降する粗いへら磨き調整を加える。

44は 口縁端部上面を面取 り、直下に2本の凹線を巡らす。内外面ナデ調整か。

49は 口縁部が短 く開く小型のものである。隅丸方形の底部を貼 り付ける。椀とするほう

が適切か。

41・ 42は製塩土器底部である。

50は底面が残る。外面全体に刷毛目調整を加える。内面は粗いナデ調整。小型の鉢か甕

のものであろう。

51は丸底である。体部は外面粗い刷毛目、底部はナデ調整。内面底部に指頭圧痕。

〔黒色粘土層出上の上器〕 (写真図版27-① )

52・ 53は 甕形土器である。 1は屈曲後内反しつつ開く口縁部をもつ。端部上面に段が施

される。端部外面の面取 りはない。内反に合わせて内側は匙面となる。内面のヘラ削 りは

水平に近 く、頚部下半に到る。53は やや緩い屈曲後外反しつつ開く口縁部をもつ。端部は

九 く収められ面をもたない。内面のヘラ削 りは頚部に到らない。

57～ 59は広口壷形土器口縁部片である。57は 内傾する頚部から水平に近 く屈曲して開く。

端部下方に僅かに拡張する。58の端部は貼 り付けた粘土を強 く外反させて上下に拡張して

いる。59の端部は貼 り付けた粘土を垂下させている。

54～ 56,60は 高杯形土器である。54は 内反する口縁部で肩部を作らないものと思われる。

55も 内反する口縁部であるが、膨らみを設けて体部との境界を明瞭にしている。56は 脚接

合部である。体部から脚部へ外反しつつ移行する。60は脚部である。内傾する円柱部に水

平近 く開く裾部をもつ。

�)奈良時代以降

少量の須恵器片、土師器片が遺伝子実験施設地区、電気室地区で出上している。全て小

片で図化不能。出土状況を参照願いたい。

(2)石器 (挿図13 写真図版32)

1・ 2はサヌカイトに近い安山岩製打製石鏃である。 1は縦2.8cm、 重さ 2g。 右側縁部

欠損。底辺は腹面から折 り取 り。背面に調整が顕著である。電気室地区・黒灰色砂泥 (粗

砂混)層 出土。 2は縦3.Ocm、 重さ3g。 右縁部欠損。底辺は腹面から折 り取 り。側縁部を

両面から調整する。電気室地区・黒灰色粗砂層出土。

3はサヌカイトに近い安山岩製打製石錐である。縦3.Ocm、 重さ 2g。 左縁部欠損。電気

室地区 。明灰褐色砂泥層出土。
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4はサヌカイ ト製打製石錐である。縦2.8cm、 重さ2.2g。 電気室地区・淡灰褐色細砂層

出土。

5。 7～ 10は 打製石包丁である。 5。 8～ 10は 吉野川水系の結晶片岩製。 7はサヌカイ

トに近い安山岩製。 9以外は僅かに外湾する刃部をもつ。 9の刃部は直線状であるが、や

や外湾する背部を調整、形状から刃部とみなすこともできる。打製石包丁の刃部の基本形

が外湾であるとすると、 9の図、写真は上下逆にする必要がある。 5は縦6.9cm、 厚さ1.3

cm、 重さ194g。 約 3分の 1欠損。全面に磨耗。刃部等に光沢。鈍い両刃。右狽1縁部に狭 り

を作るか。電気室地区黒灰色砂泥 (粗砂混)出土。 7は縦4.9cm、 厚さ1.Ocm、 重さ26g。

約 2分の 1欠損。両刃。左側縁部の形状は小さな狭 りを示すか。共同溝地区・黒灰色砂泥

(粗砂混)層 出土。 8は縦4.8cm、 重さ38g、 左端欠損。刃部は交互の大型剥離で作 り出し

たものか。遺伝子実験施設地区黒灰色砂泥層出土。 9は縦3.8cm、 重さ20g、 完形。両刃。

両側縁に狭 りがある。遺伝子実験施設地区・黒灰色砂泥 (粗砂)層 出土。10は 縦 6 cm、 重

さ89g、 完形。両刃。上縁、刃部共に磨耗。右側縁部に自然面を残す。電気室地区・黒灰

色砂泥 (粗砂)層 出土。

6・ Hは流紋岩製磨製石包丁である。香川県東部の山地に流紋岩の分布が知られる。 6

は縦5.4cm。 重さ42g、 左半分欠損。右側縁部近 くに穿孔痕が認められる。刃部には研ぎ出

しの擦痕が明瞭である。刃部は外湾、背部は直線状である。共同溝地区黒灰色粘土層出土。

11は 縦5。 8cm、 重さ65g、 左側欠損。 2つの紐穴は右側縁部にかたよっている。刃部も背部

も外湾する。電気室地区・黒灰色砂泥 (粗砂)層出土。

12は 結晶片岩製磨製環状石斧である。推定直径 10cm、 重さ66g。 4分の 3欠損。中央部

の穴の一部を残す。片面は剥落する。電気室地区・黒灰色砂泥 (粗砂)層 出土。

13は磨製石斧の頭部片である。玄武岩あるいは斑レイ岩に類似 した石材を用いる。香川

県には知られない。横6.4cm、 重さ83g。 電気室地区・黒灰色砂泥 (粗砂)層 出土。
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Ⅲ章  ま とめ

本調査の成果は「Ⅱ章 調査の結果」にまとめた。ここでは今後の農学部遺跡及び周辺

遺跡の調査の課題について述べておきたい。

l 弥生時代前期末の大溝を検出したが、地層の自然科学的分析から流路としての機能が

復元された。これが灌漑施設であるのか、集落の環濠であるのか、あるいは両方の施設

を兼ねるものであったのか、明らかにする必要がある。

2 弥生時代前期末の大溝を埋めた地層は下から黒灰色粗砂、黒灰色砂泥 (粗砂混)、 黒

灰色粘上の 3層 であった。

黒灰色粗砂層から前期後半、黒灰色砂泥 (粗砂混)層 には前期後半 。中期初頭の上器

に混じつて 1点の中期中頃の上器が、黒灰色粘土層から前期後半・中期初頭の土器が出

上 した。

黒灰色粗砂層は10～ 40cmの厚さで既に大溝を構築 した面をも覆っている。黒灰色砂泥

(粗砂混)層 は20～ 90cmの厚さで、下の黒灰色粗砂層との境界のカーブから黒灰色粗砂

層を削る流れによって運び込まれた堆積状況が伺える。黒灰色粘土層は20～ 80cmの厚さ

で、下の黒灰色砂泥 (粗砂混)層 との境界のカーブや土質から大溝の痕跡としての凹地

への緩やかな流れや溜まり水による堆積状況が伺える。このような堆積状況は、層の遷

移が自然で、人為の削平・撹乱はなく、流れによる地層の流出は黒灰色粗砂上部に限定

される事を示 している。各層の堆積は連続的で、最下の黒灰色粗砂層を除 く各層の堆積

期間は相当長期にわたるものと考えられるのである。

このような堆積状況から、黒灰色粗砂層は前期末に、黒灰色砂泥 (粗砂混)層 は中期

全般に形成されたものと判定した。黒灰色砂泥 (粗砂混)層が中期中頃に形成されたと

する見解も考慮されるが、層序の連続性 と堆積期間の長期性に従ったのである。問題は

黒灰色粘土層の形成年代であるが、遺伝子実験施設地区との層序の相関性 と当該地区の

上記層群の連続性に後期層の欠落を積極的に求めうる根拠がないことから、後期とする。

これらの年代は大溝のごく一部の範囲によつて得られたものであるから、判定の当否は

隣接地区の大溝延長部の調査をまたなければならないが、 1層 の形成期間についてはレ

ベルによる遺物の人工的分層が必要である。

3 遺伝子実験施設地区で奈良・平安時代の水田跡を検出した。水田には山田郡 8里 と9

里の里界から南約22mにそれと平行する東西方向の畔が伴っていた。この畔は坪内地割

の半折型に従うものである。また水田は縁辺に不明瞭な畔をもつ段差によつても仕切ら

れており、検出部分では半折の畔と段差によつて4面 に区分されていたことになる。

従ってこの4面は耕作単位として坪内地割りに基づいて区画されたものと考えられるが、

半折の畔にほぼ直交する南北方向の段差の縁辺は坪内地割りの半折型に従っていないの

である。つまりこの場合坪を東西に半分する中線にのっていないのである (挿 図 1)。

三木郡の復元条里地割りによると、この水田の東に6-7条界から西に三つ目の坪の西

つ
０

つ
０
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縁に重なる南北の町道があり、問題の南北の段差はそこから西76mあ たりに位置する

(挿図14)。 これは長地型坪内地割りの 7段目の間隔である。しかし坪内地割に反折と

長地の 2型が重合することはないから、東西方向の段差の縁辺の位置は坪内地割の単位

である半折型 1段内部の区画に従ったものと考えられる。そうすると、その区画は、縁

辺の位置から1段 を3対 2に分けたことになる。そこで、水田の面積を区分するもので

あるから、班田制度との関係を想定すると、 3対 2の区分は受給者の身分に関係なく男

女の口分田額の比率に合致する。しかし口分田額そのものの面積に対しては整合性がな

い。女性や官戸以外の奴の額は 1段 を2対 1に分けなければならないからである。官戸

以外の輝の額は160歩 であるが、この場合でも縁辺の位置はその配分額に想定される地

割線より2m強短い。班田制度の執行に機能しないのである。それでもなお班田制との

関係を想定するならば、給付額を減少させるか、増大させる必要がある。3段、また4

段を男女 1組に給付することになる。あるいはこの水田区分は地形的処理のために任意

に行われたものであろうか。いずれにせよ、今回の調査は坪の一部を検出したに留まる

ものであり、その区分の機能は当該坪の全容と広 く地域の坪内地割の実態を明らかにす

ることによって正当な位置付けが可能になる。

また古代条里制の坪一辺を109mと すれば、東西の坪界がちようど電気室地区の北壁

に位置することになるが、壁際で現代の水田地割りの溝が検出されたものの、その下位

の中世、奈良 。平安時代層に地割りを示すものは検出されなかった。この存否に関して

も今後の調査で検討する必要がある。

4 本書では奈良・平安時代の水田層や古墳時代諸層で検出された足跡の統計処理につい

て記載することができなかった。あらためて報告を行う予定である。
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香川大学農学部遺跡の古環境変遷

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
ヽ

高松平野は、東端の屋島山地・雲附山地と西端の五色台山地に挟まれ、南部が川島台地

・仏生山台地などの台地に画されており、北部で瀬戸内海に接する扇状地性の海岸平野で

ある。本平野の地下地質の概略については、須鎗 (1991)に よると、領家花筒岩類を基盤

とし、その上位に層厚100m以上の三豊層群、層厚約10mの上部更新統がかさなり、最上

部の層厚10～ 20mが完新統であるとされている。

香川大学農学部遺跡 (香川県木田郡三木町大字池戸に所在)は、高松平野の南東端、現

在の新川と吉田川に挟まれた氾濫原上 (現標高約19～ 20m前後)に位置する。今回は、遺

伝子実験施設と電気室の建設予定地で発掘調査が行われた。遺伝子実験施設地区では、奈

良・平安時代の水田層が確認され、その下位の古墳時代に相当する層準から足跡が検出さ

れている。また、電気室地区では、 弥生時代前期末以降の溝跡などが検出されている。

そこで、今回は、各調査区内の堆積環境や遺跡周辺の古環境と稲作の消長を検討する目的

で、珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析を実施する。

1.試 料

土壌試料は、遺伝子実験施設地区および電気室地区から採取されている。遺伝子実験

施設地区の中央部東西壁における層序は、下部に黒灰色 。青灰色・責褐色を呈する砂あ

るいは砂泥層が堆積し、その上部に古墳時代に堆積した黒灰～明灰褐色の砂泥層ないし

砂層、奈良時代の水田耕土と考えられている暗青灰色砂泥層が認められる。試料は、古

墳時代とされる堆積層および奈良・平安時代の水田耕土とされる堆積物から、計 6点が

採取された。

電気室地区の西壁では、最下部の青灰色砂泥層を削る弥生時代前期末から弥生時代末

の溝跡 (大溝)が検出されている。溝は、最下部に黒灰色粗砂が堆積し、黒灰色砂泥な

いし粘上により埋積されている。この溝覆土から4点、試料が採取された。

図1に 、試料採取地点の上層断面と分析試料の採取位置を示す。今回の分析調査では、

遺伝子実験施設地区から採取された6点、電気室地区から採取された4点、合計10点 の

試料を分割し、珪藻・花粉・植物珪酸体の各分析を実施する。

〔
υ

つ
０
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2.分析方法

(1)珪藻分析

試料を湿重で 7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理 。

化学処理を施 して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈 した後、カバー

ガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパ

ラー トを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍 あるいは1000倍で行い、メカニ

カルステージで任意の測線に沿って走査 し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に

200個体以上同定・計数する (化石の少ない試料はこの限りではない)。 種の同定は、

原口ほか (1998)、 Krammer(1992)、 Krammer and Lange― Bertalot(1986、 1988、

1991a、 1991b)な どを参照する。

同定結果は、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類を

アルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分 し、

塩分・水素イオン濃度 (pH)。 流水に対する適応能についても示す。また、環境指標

種についてはその内容を示す。そして、産出個体数100個体以上の試料については、

産出率2.0%以上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。

また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。

なお、堆積環境の解析は、海水～汽水生種については小杉 (1988)、 淡水生種につい

ては安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤 。堀内 (1991)、 汚濁耐性についてはAsai

and Watanabe(1995)の 環境指標種を参考とする。

(2)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重

2.3)に よる有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水

酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理

・化学的処理を施 して花粉を濃集する。残査をグリセリンで封入してプレパラー トを

作成 し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査 し、出現する全ての種類について同

定・計数する。

結果は同定 。計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示

する。図中の木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉

を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。

(3)植物珪酸体分析

湿重約10gの試料については、乾燥重量を測定した後、過酸化水素水と塩酸による

有機物 と鉄分の除去、超音波処理 (70W、 250KHz、 1分間)に よる試料の分散、沈降

法による粘上分の除去、ポリタングステン酸ナ トリウム (比重2.5)|こ よる重液分離

を順に行い、物理・化学処理で植物珪酸体を分離 。濃集する。これを検鏡 し易い濃度

に希釈 した後、カバーガラスに滴下し、乾燥させる。その後、プリュウラックスで封
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入してプレパラートを作製する。この際、プレパラート作成に用いた分析残澄量、検

鏡に用いたプレパラートの数や検鏡した面積を正確に計量する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現するイネ科植物の業部 (葉

身と葉鞘)の短細胞に由来する植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび棄身

の機動細胞に由来する植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を 、同定・計数す

る。なお、同定には近藤 。佐瀬 (1986)の分類を参考とする。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と植物珪酸体含量の一覧表で示す。また、各

種類の植物珪酸体含量とその層位的変化から稲作や古植生について検討するために、

植物珪酸体含量の層位的変化を図示する。これは、同定した数を堆積物 lgあ たりの

個数に換算して表現したものである。

3.結 果

(1)珪藻分析

結果を表 1、 図2に示す。以下、各地点ごとに結果を示す。

・遺伝子実験施設地区

珪藻化石は6試料ともほとんど産出しない。また、化石の保存状態も悪 く、壊れ

たり溶解していた。産出分類群数は、13属 16種類である。

試料番号 1～ 6か ら産出する珪藻化石は、ルガか励力 atthゴ9//s、 ル 7んμFρ

〃″とんβを初めとして、陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的

環境に分布が限られる、耐乾性の高い陸上珪藻A群 (伊藤・堀内、1991)が多い傾

向にある。

・電気室地区

試料番号 1～ 3は 、産出する珪藻化石が10個体以下と非常に少ない。僅かに検出

される珪藻化石の保存状態は悪 く、壊れたり溶解している。産出分類群数は、15属

40種類である。これに対して試料番号 4は、統計的に扱えるほど珪藻化石が産出す

る。群集組成は淡水生種が優占するが、陸性珪藻も低率ながら産出する。淡水性種

の生態性 (塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応能)は、貧塩不定性種

(小量の塩分には耐えられる種)、 pH不定性種 (pH7.0付近の中性水域に最もよく

生育する種)、 流水不定性種 (流水域にも止水域にも普通に生育する種)と 真十好

流水性種 (流水域に最もよく生育する種)が多産する。

流水不定性の鈴叩ん肥盟 ppF7LrノLFVが約40%と 多産し、淡水～汽水性のル万♂yカ

兇肥とβ、好流水性であり中～下流性河川指標種群とされるた力β孤
"θ

δノ孤じθοノβどβ

が検出される。これに付随して、流水不定性のた肋那肋θδ力Щttrゴω、肪跡 訪カ

励 伽βよβなども産出する。これらの種類の中で励 那肋θs/郷σθοノβ″ を除く種

類は、中栄養～富栄養の水域に一般的に育成する種類である。また、中～下流性河
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環境指標種群

表 1 珪藻分析結果

pH :水素イオン濃度に対する適応性  C.R:流水に対する道応性
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川指標種群とは、河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背

湿地などに集中して出現することから、その環境を指標することができる種群とさ

れる (安藤、1990)。 陸生珪藻としては、A群のИリカοrβ 〃θガβ″β、九″た′/β

じ
"と

ωどβ fo。 わた∽s、 形 7viじμ力 21r″ω 等が低率ながら産出する。

(2)花粉分析

結果を表 2、 図 3・ 4に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、

種類間の区別が困難なものを示す。なお、木本花粉総数が100個 体未満のものは、統

計的に扱うと結果が歪曲する恐れがあるので、出現した種類を十で表示するにとどめ

ておく。以下、地点ごとに結果を示す。

。遺伝子実験施設地区

花粉化石の産状は、試料番号 1～ 4と 試料番号 5・ 6で異なる。試料番号 1～ 4

は花粉化石の保存状態が比較的良好であり、検出個数も多い。試料番号 5。 6は、

花粉化石の検出個数が少なく、わずかに検出される花粉化石も保存状態が悪い。ま

た、試料番号 2～ 6では微粒な炭化物が多く含まれる。

主な木本花粉の産状をみると、マツ属が最も多く、次いでモミ属・ツガ属が検出

される。この他、スギ属・コナラ属コナラ亜属・コナラ属アカガシ亜属・エレ属―

ケヤキ属などを伴う。この内、アカガシ亜属は、試料番号 1で比較的多く検出され

る。

草本花粉では、イネ科・カヤツリグサ科・サナエタデ節―ウナギツカミ節などが

検出される。この内、イネ科は上位に向かい増加する。また、ミズワラビ属が検出

されており、特に試料番号 3～ 1で比較的多く検出される。

・電気室地区

本地区では、保存状態 。産出量とも非常に悪い。特に試料番号 1～ 3は花粉化石

の検出個数が少ない。試料番号 4は産出状況が悪いものの、定量解析ができる程度

の産出が認められる。木本花粉ではマツ属が多く、モミ属・ツガ属・アカガシ亜属

などが産出する。草本花粉ではイネ科が多く、アカザ科―ヒユ科・ヨモギ属などを

伴う。

(3)植物珪酸体分析

結果を表 3、 図 5・ 6に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存

状態が悪く、表面に多数の小孔 (溶食痕)が認められる。以下に、地点毎の産状を述

べる。

・遺伝子実験施設地区

中央部東西壁試料の植物珪酸体含量は、下位の試料番号 5・ 6で多く約10万～13

万個/g、 試料番号 1。 2・ 4で約 3万 ～4万個/g、 試料番号 3が最も少なく

1.5万個/gである。

栽培植物のイネ属は、試料番号 3を 除いて、試料番号 6～ 1ま でほぼ連続して認
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区

３類種

モ ミ属
ツガ属
トウヒ属
マ ツ属単維管束亜属
マ ツ属複維管束亜属
マ ツ属 (不 明 )

コウヤマキ属
スギ属
イテイ科 ―イヌガヤ科 ―ヒノキ科

表 2 花粉分析結果

遺伝子実験

1     2     3

11

26
1

14

41

5

1

1

3

6

設地区
4

1

3

ヤマモモ属
サ ワグル ミ属
クル ミ属
マ クシデ属 ―アサ ダ属
カバ ノキ属
ハ ンノキ属
ブナ属
ヨナラ属 コナラ亜属
ヨナラ属 アカガシ亜属
クリ属
シイノキ属
エ レ属 ―ケヤキ属
モチノキ属
カエデ属

2

6

1

1

5

1

2

一
　

一
　

一　
１

　

一
　

一
　

一
　

一　

４

　

一
　

一
　

二

草本花粉
ガマ属
サジオモ ダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
ホンクサ属
ミズアオイ属
クワ科
ギ シギシ属
サナエ タデ節 ―ウナギツカミ節
アカザ科 一ヒユ科
ナデシヨ科
カラマツソウ属
キンポウゲ属
キ ンポウゲ科
アプラナ科
バ ラ科
マメ科
キカシグサ属
セ リ科
ヨモギ属
オナモ ミ属
キク亜科
タンポポ亜科

__企塑_機_________………………………………
シダ類胞子

ヒカゲノカズラ属
イノモ トソウ属
ミズワラビ属

木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総計 (不 明を除 く)

1

5

1

2

1

3

1     2

1     -

-     1

-2331-―
11   14   17   13   10    2    1

―      -     1

3   21    6
13    8    8    3    -    ―    ―    -    1    3

280  124  109  218   43    9    0    2   14  105
335   68   22  128   10    1    2    0   23   70
3320100034

50   69   86  225   28    6    3    9   64   47
665  261  217  571   81   16    5   11  101  222

269
32

12

他のシダ類胞子           26 45 58 206 17  4  2  6 42 37
合 計
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表 3 植物珪酸体分析結果
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められる。その含量は、短細胞珪酸体が60～ 300個 /g程度、機動細胞珪酸体が150

～550個 /g程度であり、水田土とされる試料番号 1で多い。

また、いずれの試料でもクマザサ属やネザサ節を含むタケ亜科、ヨシ属、コブナ

グサ属やススキ属を含むウシクサ族、イチゴッナギ亜科などが検出され、特にタケ

亜科の産出が目立つ。

・電気室地区

西壁試料の植物逢酸体含量は、10万個/g前後である。イネ属は試料番号 4～ 1

まで連続して認められる。短細胞珪酸体の含量は、試料番号 2で 130イ固/g程度、

試料番号 1・ 3・ 4で500個/g程度である。機動細胞珪酸体の含量は、試料番号

2で最も多く約1,500個 /g、 試料番号 1,3・ 4で 300～ 500個 /g程度である。

また、試料番号 4・ 1か らは籾殻に形成されるイネ属穎珪酸体も認められる。

イネ属以外で検出される植物珪酸体は、遺伝子実験施設地区と同様な種類が検出

され、特にタケ亜科の産出が目立つ。

4.考 察

(1)森林植生

電気室地区の試料番号 1～ 3、 遺伝子実験施設地区の試料番号 5・ 6では、花粉化

石がほとんど検出されない。これらの試料で検出される花粉化石は、保存状態が極め
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て悪 く、外膜が溶けて薄 くなっていたり、壊れていたりする。花粉は、腐蝕に対する

抵抗性が種類により異なることが知られている (例 えば、中村、1967)。 また、徳永

・山内 (1971)に よると、広葉樹に由来する花粉の半数以上に腐蝕の痕跡が認められ

るならば、その試料は花粉分析に不適であると述べている。よって、これらの試料に

ついては、統計的な信頼度 も低 く、また花粉組成が歪曲していると考えられ、花粉化

石群集が当時の植生を正確に反映していないと言える。

一方、電気室地区の試料番号 4お よび遺伝子実験地区の試料番号 1～ 4では、花粉

化石が統計的に扱える程度検出される。主要な木本花粉の産状は各試料とも概ね類似

する。これより、本遺跡周辺の植生は弥生時代前期末頃～平安時代頃までほぼ変化が

なく、同様な景観が続いていたと考えられる。すなわち、周辺はマツ属を主体とする

植生が成立していたと考えられる。ところで、香川県の現存植生を見ると、アカマツ

が優占する代償植生が成立 しているが、これらの生育地が典型的な小雨地帯で、しか

も貧栄養な花商岩由来の土壌であること、古 くから森林利用による表層土壌の流亡が

あることなどから、常緑広葉樹林への遷移は遅いとされておる (宮脇編著、1982)。

本遺跡周辺に領家帯の花聞岩に由来する台地・山地が点在すること、さらに降水量が

少ないという気候的背景を考慮すると、当時の本遺跡周辺のマツ林は露岩地などの上

地的極相として成立していた可能性がある。また、花粉化石ではモミ属・ツガ属も比

較的多 く検出されている。モミ属・ツガ属は、暖温帯から冷温帯の移行帯で森林を構

成する温帯性の針葉樹であることから、後背の台地・山地に分布 していた可能性があ

る。この他、針葉樹のスギ、暖温帯常緑広葉樹のアカガシ亜属・シイノキ属、落葉広

葉樹のコナラ亜属・ニレ属―ケヤキ属 も当時の植生構成要素となっていたと思われる。

これらの種類に加えて、植物珪酸体で多 く検出されているタケ亜科が後背山地や微高

地上などに分布 していたと考えられる。

ところで、高松平野中央部に位置する林・坊城遺跡で行われた花粉分析では、ナラ

・カシ類を中心とする暖温帯性の森林が、弥生時代以降になると二次林的性格の強い

マツ林へ変化 したと推定されている (パ リノ・サーヴェイ株式会社、1993)。 また、

九亀平野東端に位置する下川津遺跡においても、縄文時代晩期頃から弥生時代前期前

半まではカシ類とナラ類を中心とした植生で、弥生時代前期前半から奈良時代にかけ

て温帯性の針葉樹が増加する傾向が知られている (パ リノ・サーヴェイ株式会社、

1990)。 これらの調査結果と比較すると、本遺跡ではモミ属・ツガ属の出現率が高い。

これは、本遺跡の北側に雲附山地が、また南側に川島台地が迫っているという、地形

的特徴を反映したためかもしれない。また、今回の群集組成は、林・坊城遺跡や下川

津遺跡のほぼ同時期とみられる層準の群集組成と若干異なることから、局地性を反映

している可能性がある。すなわち、高松平野の内部でも場所によつて植生が多少異

なっていることも考えられる。高松平野における植生史研究例はいまだに稀少であり、

今後も資料の蓄積を行い、詳細な植生変遷や地域性について検証されることが望まれる。
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(2)低地の環境と稲作

〈弥生時代前期～弥生時代末〉

電気室地区で検出された大溝は、弥生時代前期に形成されてお り、弥生時代末まで

の堆積物が認められている。埋積物は、底部に黒灰色を呈する粗砂が堆積 し、上位に

向かって細粒化 して黒灰色粘土となる。最下部層で検出される珪藻化石をみると、流

水不定性種と中～下流性河川指標種群を含む流水性種によって特徴付けられる。この

ことから、弥生時代前期頃、大溝の内部は流れを伴う状態で埋積が進んだとみられる。

また、溝の周辺にヨシ属などの比較的大型の水生植物、またサナエタデ節―ウナギツ

カミ節、アカザ科―ヒユ科、ヨモギ属などが生育していたと思われる。なお、溝底部

からは栽培種のイネ属珪酸体が産出する。これまでの調査事例によると、古代水田と

される堆積物中では、 lgあたリイネ属機動細胞珪酸体の個数が5000個 を越えれば、

水田耕作土として利用 していたと推定 している例が多い (古環境研究所、1990)。 ま

た、地域によっては、3000個程度であつても水田遺構が検出されることがあるとされ

ている。 (古環境研究所、1995)。 本層準におけるイネ属機動細胞珪酸体は、 lgあ
たり1000個 以下であり、前記 した堆積環境を考えると他からの流れ込みに由来すると

推測される。ところで、前述の林・坊城遺跡では、諸手鍬などの木製農耕具が出土し

た縄文時代晩期に相当する層準から、イネ属の種実化石と植物珪酸体が検出されてい

る (パ リノ・サーヴェイ株式会社、1993)。 本平野内部では、縄文時代晩期頃に稲作

が行われていたか考古学的な所見も含めて検討する課題が残るが、少なくとも弥生時

代前期にイネが存在 していたと推察される。戸山 (1993)に よると、瀬戸内地域では

縄文時代晩期後半に稲とともに稲作技術が波及し、香川県内でも同時期に稲作が開始

されたとみられ、丸亀平野では扇状地を開析 した旧河道や埋没旧河道に稲作開始時期

の生産地の痕跡が残存する可能性があると述べている。高松平野における稲作の開始

時期やその展開などについては、周辺に分布する当該期の堆積物を対象に、分析調査

を蓄積 し検討していきたい。

この上位では、珪藻化石がほとんど検出されないため、堆積環境について詳細に検

討することが難しい。同一試料において植物珪酸体が検出されることから、珪藻化石

のみが堆積物中に取 り込まれなかったとは考えにくい。詳細が不明であるが、何らか

の要因により分解・消失 した可能性もある。一方、植物珪酸体の産状をみると、引き

続きイネ属が検出される。イネ属珪酸体の検出個数は、溝最下部とほぼ同様な試料が

多いが、弥生時代後期の黒灰色粘土層下部で多 く検出されている。本層上部よりも多

いことから、上位からイネ属珪酸体が落ち込んできたとは考えられない。特に、遺伝

子実験施設地区で検出された奈良・平安時代の水田層とされる層準と比較しても、検

出個数が多い。堆積物 lgあ たりに含まれる植物珪酸体総量にほとんど変化がないこ

とを考えると、イネ属植物珪酸体が他の珪酸体よりも多 く供給される環境に変化 した

と思われる。すなわち、調査地点の周辺に耕作地が存在 しており、そこから植物珪酸

53



体が運搬 。堆積したことも考えられる。この点については、堆積環境を明らかにでき

ないため、今回の調査結果のみでは判断できない。考古学的な所見と含めて検討を要

する。なお、上位に向かって、タケ亜科ネザサ節が増加する。ネザサ節は比較的開け

た明るい場所を好む種類を含むことから、溝の埋積が進み弥生時代末になると、周辺

でササ類の分布が拡大したと考えられる。

(弥生時代末～平安時代〉

遺伝子実験施設地区で認められた、弥生時代末から古墳時代初期の黒灰色砂泥 (粗

砂混)層 (試料番号 6)、 古墳時代前期の黒灰色砂泥層 (試料番号 5)では、花粉化

石・珪藻化石が検出されないものの、植物珪酸体が検出される。その群集組成は、タ

ケ亜科に由来する植物珪酸体が最も多い。堆積環境を珪藻化石から推定することがで

きないが、タケ亜科が周辺の微高地上や後背山地などに分布していたと考えられるこ

とから、流れ込みの影響が強かった可能性がある。また、周辺にはススキ属やイチゴ

ツナギ亜科が分布しており、特に湿った場所にヨシ属が生育していたと考えられる。

本層準でもイネ属珪酸体が検出されているが、短細胞珪酸体・機動細胞珪酸体ともに

lgあ たり500以下と少ないこと、さらに流れ込みの影響が強かったと考えられる点

から、これらの層準が水田耕土として利用されていた可能性は低いと思われる。

古墳時代中期の黒灰色粘土層は、引き続き珪藻化石が検出されない。しかし、 lg
あたりに含まれる植物珪酸体の量が、下位層や電気室地区と比較して極端に少なくな

る。中でも、タケ亜科に由来する植物珪酸体量の減少が者しい。これらのことは、後

背地からの上壌の供給量が減少するとともに、下位層よりも短期間の内に堆積したこ

とが示唆される。この時期、周辺は、ヨン属などのイネ科、サジオモダカ属、ホシク

サ属、ミズワラビ属などの水生植物が生育する湿地が存在 していたと考えられる。ま

た、本層準でもイネ属が検出される。上位層でイネ属が検出されないことから、これ

も落ち込みとは考えにくい。ただし、検出個数がやはり少ないことから、付近で稲作

が行われていたかどうか判然としない。

この上位の古墳時代後期明灰褐色細砂層および淡灰褐色細砂層でも、引き続き植物

珪酸体の量が少ない。これらの層準は、土色からみても腐植含量が少ないことが想定

され、さらに上質も砂分を主体としている。これらの点からみて、本層準は流水の影

響を強く受けており、そのために堆積速度が速く、堆積物中に取り込まれる化石数が

少なかつたと思われる。特に明灰褐色細砂層は、今回分析を行った層準の中で植物珪

酸体含量が最も少ないことから、その影響が強かったことが想像される。花粉化石で

ガマ属・サナエタデ節―ウナギツカミ節等は、周辺にこれらの母植物が分布しており、

それらに由来する花粉が流下・堆積したと考えられる。

奈良 。平安時代の暗青灰色砂泥層になると、草本花粉、中でもイネ科花粉の増加が

顕者となる。この点については、本層準で畦畔が検出される点と矛盾がない。しかし、

イネ属の植物珪酸体の含量は、水田耕土としては少ないと言える。この点は、耕作期
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間 。生産性 。当時の農耕の様態などに関連 していると考えられる。また、耕上の削剥

等も考慮にいれる必要がある。今後、水田区画内の面的な分析調査や同一時期の水田

層に関して調査例を蓄積 し、さらに検証を重ねたい。なお、本層準では、ミズアオイ

属やミズワラビ属など、水生植物に由来する花粉および胞子が比較的多く検出されて

いる。これらの種類の中でも、ミズアオイ属は花粉生産量が少ないため、局地性を反

映する可能性が高い。これより、当時は、ミズアオイ属が水田内に生育し、水田雑草

となっていた可能性がある。

今回、珪藻化石、花粉化石、植物珪酸体の産状から本遺跡周辺の古環境を検討 した。

その結果、本遺跡周辺の森林植生は、弥生時代前期～古墳時代にかけてマツ属を主体

としており、また後背山地等に温帯性針葉樹が分布していたと考えられる。しか し、

九亀平野や高松平野中央部において実施されている花粉分析結果と比較すると、ほぼ

同時期 とみられる層準でも組成が異なることから、今回の群集組成が局地性を反映し

てお り、同平野内でも場所によって植生が異なっていた可能性があることが指摘 され

た。また、本遺跡では、弥生時代前期末以降の溝跡、古墳時代の足跡、奈良・平安時

代の水田等が検出されている。しかし、低地における稲作の消長については、十分把

握することはできなかった。今後、種実遺体の産状や微視的な堆積構造の調査、さら

に同一時期における地域的な検討を行った上でさらに検証 していきたい。
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図版 1

1.物 ねο″ 胸吋加β Krasske(電 気室地区 ;4)

2.鈴ヮカ
"翻

2〃r7rFノ切 Kuetzing(電 気室地区 ;4)

3.紡塑わ/7翻β〃 r7trノfFp Kuetzing(電気室地区 ;4)

4./rpガε♂′β了鼓 ″ Ktletzing(電気室地区 ,4)

5。 ルガどμ力 別声
"Ktletzing(遺

伝子実験施設地区 ;5)

6.腸ガε♂力 θ初カロ′LFp Grunow(電気室地区 ;4)

7.物ガε′力 ε伽ぢ包勉 fo.わたψd(Amott)Hustedt(電気室地区

8.肋 修飩/P力 2塑ねア)ws(Ehr.)GrunOw(電気室地区 ;3)

9.肪跡 訪力 Lr2肋膠力 (Ehr.)Lange B,(電気室地区 ;4)

10。 И励 肪θ∂ゑκθο力″ (Breb。 )Grunow(電気室地区 ;4)

11・ ガ効 肪θ∂ノ″θθοカカ (Breb.)Grunow(電気室地区 ,4)

12.И励 励θ♂′
"♂

θο′ガβ(Breb.)Grunow(電気室地区 ,4)

13.И励 肋θS力叩解rr"Grunow(電気室地区 ;4)
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図版 2 花粉化石

1.モ ミ属 (遺伝子実験施設地区 ;1)

3.マツ属 (遺伝子実験施設地区 ,1)

5。 スギ属 (遺伝子実験施設地区 ;1)

7.カ ヤツリグサ科 (遺伝子実験施設地区 ,1)

9.ミ ズワラビ属 (遺伝子実験施設地区 ;1)

2.ツ ガ属 (遺伝子実験施設地区 ;1)

4.エ レ属―ケヤキ属 (遺伝子実験施設地区 ,1)

6.コ ナラ属アカガシ亜属 (遺伝子実験施設地区 ;

8.イ ネ科(遺伝子実験施設地区 ,1)
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図版 3 植物珪酸体

‖』膿1

蔦
″身

1.イ ネ属短細胞珪酸体 (遺伝子実験施設地区 ;1)2.
3.ネ ザサ節短細胞珪酸体 (電気室地区 ;4)   4.
5.コ グナグサ属短細胞珪酸体(遺伝子実験施設地区 ;5)

6.イ チゴソナギ亜科短細胞珪酸体(遺伝子実験施設地区

7.イ ネ属機動細胞珪酸体 (遺伝子実験施設地区 ;2)

8.イ ネ属機動細胞珪酸体(遺伝子実験施設地区 :4)

9.イ ネ属機動細胞珪酸体(遺伝子実験施設地区 ;6)

10.ク マザサ属機動細胞珪酸体 (電気室地区 ,4) 11.
12.ヨ ン属機動細胞珪酸体 (遺伝子実験施設地区 i3)

13.ウ ンクサ族機動細胞珪酸体 (遺伝子実験施設地区 ;4)

クマザサ属短細胞珪酸体 (電気室地区 ;4)

ヨン属短細胞珪酸体 (遺伝子実験施設地区 ;4)

,4)
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ネザサ節機動細胞珪酸体 (電気室地区 ,4)
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